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2114 ビジネスモデル 設計論を適用した 技術取引市場モデル 

0 平林祐治 ( 清水建設 ) , 佐久間 啓 ( 日本電気 ) , 

門 正 2  ( 東京ガス ) , 阿部仁志 ( 沖電気 ) 

1. はじめに 示す。 

企業では全ての 技術を自社で 研究開発することの 眼 

界を自覚して 技術を覚部調達するオープン イ / ベーシ 技術 不動産 

ョン の方向を探索している。 大学では TL 』 O を介して 研 変数 A( 素材 )  技術・知財 土地 

完成果を技術として 社会に還元することに 適進 してい 変数 B( 手法 )  ビジネ、 スモデル建物の 設計図 

る 。 変数 c 人材 

企業や大学の 研究開発の成果であ る技術のうち、 休 変数 D 資金 

眠 特許などの形で 商品化されていない 技術を商品化す 結果 Y 事業， 性 

るときに、 技術を流通させる 市場が必要となる。 商品 図工 技術と不動産の 比較 

開発能力や資金力と 組合せて技術を 蘇生させることが 

時代の要請でもあ る。 (1) 技術の場合 

昨年は、 研究者・技術者のためのビジネスモデル 設 「技術・知財」という 素材に「ビジネスモデル」と 

討手法の研究について 報告した。 その後、 ビジネス そ いう付加価ィ 直創出のための 手法を加えて 技術の価値を 

デル設計手法を 発展的に適用する 場として技術流通市 評価できる状態にして、 事業性をシミュレーションす 

場での役割を 検討してきた。 各企業や大学が 持っ技術 る。 商品開発能力などを 持っ人材や資金と 連動した 評 

や 知財の中で、 商品化や事業 ィヒ に至っていないものを 価 になる。 

活性化して、 新しいビジネスを 創出するために 研究 (2) 不動産の場合 

者 ・技術者のためのビジネスモデル 設計手法を適用し 不動産の場合は、 素材であ る「積地 ( 土地 ) 」と顧客の 

た 技術流通市場について 報告する。 事業化計画に 基づいて建築設計事務所や ゼネ 、 コン等の 

参画により事業化のためのアイデアを 付加した「建物 

2. 技術流通市場と 不動産流通市場との 比較 の 設計図」により 事業性をシミュレーションできる。 

技術流通市場と 不動産流通市場との 類似性や相違性 技術、 不動産の場合の 両方とも変数 A, B を要因と 

  を考察して、 両者を比較することを 足 掛かりとして 技 して事業性をシミュレーションできることが 類似して 

術 流通市場のあ るべき姿を探究する。 いる点であ る。 

2. 1  類似性 

技術流通市場における 技術を不動産流通市場の 土地 2. 2  相違性 

に 類似させると、 技術や土地は 事業 ィヒ ためのひとっの 不動産取引では 不動産鑑定士資格や 宅地建物取引免 

要素であ るが、 事業の全体像を 表現するには 不十分で 許、 不動産投資顧問業登録制度などの 法制が整備され 

あ る。 ている。 不動産取引に 際してはルールが 取り決められ 

変数 A を素材、 変数 B を付加価値創出の 手法、 変数 ており、 運用されているが、 技術・知財に 関しては 市 

C 、 D を人材、 資金とすると、 変数 A 、 B 、 C 、 D によ 場としての取引ルールは 整備されていない。 また、 不 

り事業性をシミュレーションした 結果 Y は、 関数 F に 動産の評価については、 土地の路線価や 公示価格制度 

より があ り公的な評価額が 示されるが、 技術・知財に 関し 

Y 芸 F(A 、 B 、 C 、 D) ては、 市場価値を推定する 手法は提案されているもの 

と 表現できる。 これらの変数と 結果の関係を 図 1 に の、 公的に評価額が 示されることはない。 
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建物の用途別に 層別すると、 分譲マンション、 賃貸 

マンション、 オフィスビル、 商業施設用ビル 病院、 学 

校など類似事例から 収益の類推が 比較的容易にできる。 

用途毎の収益構造を 分類して共有することにより、 不 

動産は評価や 仲介が成り立つ。 一方、 知財は事業毎に 

ビジネスモデルの 内容が異なり 不確定要素が 大きいた 

め、 事業性を評価するときのバラツキの 幅が大きい。 

流通市場の事業性の 点からは、 不動産取引が 仲介業 

として成立しており、 仲介費用も定まっている。 一方、 

技術流通市場では 仲介業が事業として 成熟していない。 

これらの相違性を 図 2 にまとめて示す。 

  l 技術流通市場 @ 動産流通市場 l 

@ 制、 取引ルール l 整備されていない l 整備されている l 

評価額 公示されない 公示される 

事業性評価の 変動幅大きい / いさしⅠ 

仲介業 成立していない 成立している 

図 2 技術流通市場と 不動産減車市場の 相違性 

3. 技術流通市場の 現状と課題 

3. 1 技術流通市場の 現状 

(1) 技術流通市場の 事例 

技術流通市場の 最近の事例としては、 技術の売り手 

を 理工系大学とし、 仲介役を大手商社として、 理工系 

大学が持つ知的資産に 対して、 事業 ィヒ のためのテクノ 

ロジー・マーケテインバを 実施する試みがあ る。 商社 

はスタッフ 2 人を大学の産学連携推進本部に 常駐させ、 

知的資産を分析・ 評価して、 大学の特許や 著作権 など 

の 個々の知的資産を 統合・融合させ、 新しい社会的価 

値をつくり出そうとしている。 

具体的には、 分析・評価から 見いだす社会的価値に 

対して、 市場側の潜在 パ一 トナ一企業を 探し、 新市場・ 

新事業を企画・ 設計する。 この事業設計を 実現するパ 

一 トナ一企業が 見つ； 、 ねば 、 その企業と大学、 商社で 

事業化を推進する 共同研究プロジェクトを 立ち上げる。 

こうした一連のテクノロジー・マーケティンバのビジ 

ネスモデルを、 「技術プロデュース 型社会的価値創造 

モデル」と名付けている。 

(2) 技術評価・流通機関 

技術評価・流通機関は 3 つのカテゴリ 一に分類でき 

る。 第 1 は、 Yet2.com のようにインターネットによる 

ネ、 ッ トオークションの 手法での技術流通・ 売買であ る。 

第 2 は、 専門分野ごとに 評価を行 う 機関で、 第 3 は理 

論を用いて技術の 価値を算出する 機関であ る。 単独の 

特許を流通させることは 非常に困難なので、 単体特許 

ではなく、 技術 群 として流通させる 傾向があ る。 

3. 2  技術流通市場の 課題 

上記までの不動産流通市場との 比較や技術流通市場 

の現状を踏まえると、 技術・知財を 市場で流通させる 

課題には、 以下の 3 項目が挙げられる。 

(1) 技術流通を促進する 人材が育成されていない 

技術・知財からビジネスを 創造する実践的な 人材で 

あ るビジネスクプロデュー サ Ⅰコンサルタント、 仲 

介者などを体系的に 育てることは 難しい。 

(2) 市場の制度や 取引のルールが 未整備 

市場を活性 ィヒ させるには、 全体を統制する 制度と 

個々の取引が 円滑に運ぶルールが 整備されているこ 

とが要件となる。 ビジネス・プロデューサーや 仲介 

者の能力維持向上のための 資格制度や枠組みも 設定 

すべきであ る。 その際、 市場の自由な 競争を維持す 

ることが優先される。 

(3) 事業性の価 ィ @ 餅 平価手法が未確立 

投資審査の評価はこれまで 経営者のキャラクター 

やバックバランドに 重きが置かれ、 特許や技術、 ビ 

ジネスモデルは 副次的な取り 扱いであ った。 研究 

者・技術者のためのビジネスモデル 設計手法により、 

事業性の評価で 技術・知財やビジネスモデルの 比重 

を高める評価手法を 確立することが 課題であ る。 

4. 技術流通市場でのビジネスモデル 設計手法の適用 

4. 1  ビジネスモデル 設計手法の目的 

昨年度報告した、 研究者・技術者のためのビジネス 

モデル設計手法の 目的を整理すると、 以下の 4 つぼ 分 

類 できる。 

① 製品開発、 新事業開発の 目標の明確 ィヒ ( 企業内部 ) 

② 研究開発主導のイノベーションモデルの 具現化 

( 企業内部 ) 

③ 技術者、 研究者と外部経営者、 投資家間のコミュ 

ニケーションツール ( 企業外部 ) 

④ 技術取引市場の 拡大へ向けて、 特許、 製品プロト 

タイプにビジネスモデルを 付加して、 取引の自由 

度と範囲を拡大 ( 企業外部 ) 

本報告では、 技術流通市場という 企業外部を対象と 
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するので、 上記の③と④に 焦点を絞り、 ビジネスモデ 第 Ⅰ世代相互連携 個別対応 

ル 設計手法の適用可能性を 追求する。 第 2 世代 仲介連携 エーズ ，シーズのマッチンバ 

4. 2  ビジネスモデル 設計手法の役割 第 3 世代共有連携るビジネス ビジネスプロデューサ 創出 一によ 

技術流通市場には、 企業間連携、 起業家、 ビジネス・ 図 4  技術流通市場の 世代変遷 

プロデューサー、 コンサルタント 等との連携、 さらに 

は 、 エンジェル・ 投資家・銀行等が 参画できる " 場 " (1) ビジネス・プロデュー サ ニコンサルタント、 

が 必須であ る。 仲介者の育成・ 強ィヒ 

ビジネスモデル 設計手法の役割は、 技術流通市場で ビジネス・プロデューサー、 コンサルタント、 仲介 

上記の各関係者間のコミュニケーションを 円滑にする 者の活動は、 市場創造であ り複数シーズの 組み合わせ 

ことと経済性術 ィ 直言 叫面 をすることであ る ( 図 3) 。 による付加価値創造となる。 具体的には、 潜在ニーズ 

の掘り起こしや 異業種・異文化の 連携や触媒によるア 

5. 今後の技術流通市場のあ るべき姿 イデアのつなぎ 合わせであ り、 情報の縫い合わせをし 

技術取引市場の 発展段階は第 1 世代の相互連携か て 資金供与の仕組みづくりをすることであ る。 

ら 始まり、 現状は第 2 世代の仲介連携に 移行している。 ビジネス・プロデューサー、 コンサルタント、 仲介 

今後は第 3 世代の共有連携、 つまりビジネス・プロデ 者の業務は様々な 人たちの情報を 触媒的につなぎ 合わ 

ユーサ 一によるビジネス 創出へと向かう ( 図 4) 。 策 せ、 そこの新しい 市場を創造する 機会を創る。 戦略的 

2 世代から第 3 世代に向かうために、 ビジネスモデル な 仲介者であ る。 高度なコミュニケーション 能力が要 

設計手法を適用した 技術流通市場モデルで 整備すべ 永 される。 

きものを以下に 列挙する。 このコミュニケーションのツールとして、 静的ビジ 

ネ スモデルや動的ビジネスモデルが 駆使できる。 

これらのツール 

を 使いこなせる 人 

材 育成のため、 

JATES では会員 企 

業の技術者・ 事業余 

画 担当者を募って 
ビジネス モヂ ル段 

計 プレ講座を実施 

ビシ " ネスモテ " ル   シナリオ付き 技術成果 
した ( プレ講座の詳 

ビシ " ネ スモ テ " ル ・シナリオ、 コンサルティン ウ " 細は 、 文献 5 参照 ) 。 

(2)  経済価値 評 

仙 法の整備 

ビジネスモデル 

で 想定した収益 そ 

デル に応じて、 新規 

事業の資金面から 

シミュレーション 

すれば、 経済性価値 

を 評価し易くなる。 

「利益モデル とそ 
図 3  技術流通市場でのビジネスモデル 設計手法の役割 の新事業シナリオ 

一 716 一 



  お規 事実後主 ぬ遁 切切   

交接 丘 ， ど ジネスモデル 
市場、 競合 

静的ビジネスモデル 雙簗 メ % 
動的ビジネスモデル 

収益 

至畝 ，友行     
  

  
  掩迎 ， 質拾 

            
      

  
  

    
"" 経済性価値評価 

技術流通市場 

モデルを実現す 

ることに よ り産 

業の活性化や 新 

規産業の創出に 

寄与できる。 ビ、 ジ 

ネ 、 スモデル設計 

手法を進化させ 

ることが技術流 

通市場の拡大に 

貢献する。 

'. 辮 
本稿の内容 

は、 ( 社 ) 科学技 

術と経済の会・ 
  技術経営会議・ 

図 5 各変数と新規事業との 関係 専門委員会にお 

ける調査活動を 

への応用」 ( 文献 3) では、 22 種類の収益モデルを 次式 元 にしており、 

で 分類している。 同参加メンバの 各位に感謝します。 

収益 三 ( 売上一コスト )x 規模 x 期間 

類型ィヒした 収益モデル毎に 評価することで、 不確定 参考文献 

要素を縮小できれば、 建物用途で類型化した 不動産流 1. 技術者、 研究者のためのビジネスモデル 設計手法の 

通 市場での評価方法に 近づく。 研究㈲ 阿部 他 、 研究・技術計画学会第 1 8 回年会 

図 5 には、 図 1 で定義した 4 つの変数と経済性価値 2. 技術者、 研究者のためのビジネスモデル 設計手法の 

評価との関係を 図示している。 変数 A 、 B の技術と ビ 研究 (2) 堀内他、 研究・技術計画学会第 18 回年会 

ジネ 、 スモデルで説明できる 領域を拡大して 変数 C 、 D      「利益モデルとその 新事業シナリオへの 応用」 

の 人材や資金と 協調させることが、 ビジネスモデル 設 佐久間 他 研究・技術計画学会第 1 8 回年会 

討手法を活用する 理想的な姿であ る。 4. 「ビジネスを 冠した言葉の 理論的体系化」 

(3) 投資手法の整備・ 門地 研究・技術計画学会第 1 8 回年会 

収益モデル毎に 経済性価値評価ができれば、 投資や 5. 「 JATES 「ビジネスモデル 設計」プレ ; 帝座を総 

事業化リスクに 対して、 リアルオプションなどにより 括する」門地 本大会予稿 集 

リスクリスク 共有・分散の 手段を選択できるようにな 6. 岡田 依里 著、 「知財戦略経営」日本経済新聞社 

る 。 また、 特許の証券 ィヒ を推進することが 期待できる。 7.  Henry  Chesbrough  著 「 OPEN  TNNOVATTON 」 HMVA 初 
BUSSINESS  SCH ㏄ L  P ℡ SS 

6. おわりに 

技術流通市場はオープンイノベーションと 密接に関 

保 している。 これまでのクローズドイノベーションか 

らオープンイノベーションへと 変革するときに 技術 流 

通 市場が不可欠になる。 
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